
＊お知らせ…こだま会の事務所は県庁本庁舎地下 1階です。毎週火曜日、10時～16時に開所しています。
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と　き　６月21日（金） 10時受付 10時30分開会~12時30分
ところ　 県立地球市民かながわプラザ（あーすぷらざ）
　　　　１階会議室
　　　　〈JR根岸線「本郷台駅」前〉
　　　　横浜市栄区小菅ヶ谷１－２－１　　045（896）2121
　　　　
　みなさん、いかがお過ごしですか。退職者こだま会第35回定期総
会を開きます。毎年、たくさんの会員がつどいます。この１年をふ
りかえり、新しい運動方針をみんなでつくっていきましょう。

総会終了後は懇親会で交流
　総会終了後、12時45分から14時30分まで、総会会場内にあるレス

トラン「メルヘン」で懇親会を
開きます。軽食をとりながら交流
を深め、楽しいひとときをすごし
ましょう（会費2000円）。
　なお、今年度の「長寿祝い制度」
該当者（４月１日現在77歳）のみ
なさんは、招待させていただきます。
■出欠は同封のハガキで、６月３
日（月）必着でお願いします。
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発行日：2019年５月15日／季刊第124号
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〒231－8588　横浜市中区日本大通り１県庁地下1階
発行人：加瀬文隆
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Eメール kodama@kodamakai.sakura.ne.jp
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こだま句会有志らが沖縄吟行（２月６日～９日）（関連８面） 辺野古の座り込みテント前で辺野古の座り込みテント前で

沖縄へ
美
ら
海
に

　

七
万
の
杭春寒

し
神奈川県
職 労 連

退 職 者
こだま会 第35回定期総会のご案内こだま会役員の公募について

こだま会役員選考委員会委員長　菊田　勲

　当会の役員は、会則12条により総会で選
出することになっていますが、恒例により
幹事会のもとに役員選考委員会を設置し、
役員を公募したうえで、総会に提案します。
　下記の要領に基づいて、積極的にご応募
くださるようお願いいたします。

記
１　応募締切：６月３日（月）
２　 応募方法：下記の内容を記載のうえ、
FAXまたはＥメールで応募して下さい。

　　 ①氏名　②住所　③連絡先
　　（電話・ＦＡＸ・Ｅメール）
３　応募先：「こだま会役員選考委員会」　
　　FAX番号：045（212）3178
　　Ｅメールアドレス
　　kodama@kodamakai.sakura.ne.jp
４　任期：２年（2019年総会～2021年総会）
５　役員の人数：現行の体制を基準
６　 幹事会：年６回程度（年４回の会報発
送作業を幹事会の前に実施）。日常業務
は　事務局を中心に行っています。役
員は相互に協力し、会の業務を分担、
執行します。

７　問合先：こだま会事務所
　　（火曜日10時～16時）
　　TEL045（212）3179
　　FAX045（212）3178

本郷台駅←至大船 至横浜→

横浜銀行

柏陽高校
○文

あーすぷらざ
栄土木
事務所

〒

スーパー
マーケット

JR根岸線・京浜東北線
↑至舞岡

会場は昨年と同じ「県立地球市民かながわプラザ」（あーすぷらざ）
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２
０
１
８
年
度
経
過
・
会
計
報
告

〈
第
１
号
議
案
〉

こ
の
１
年
間
の
活
動

　

引
き
続
き
、
組
織
強
化
や
て
く
・
テ
ク

の
会
、
趣
味
の
会
の
活
動
、
平
和
と
民
主

主
義
を
守
る
活
動
に
積
極
的
に
と
り
く
み

ま
し
た
。

１　

交
流
の
場
と
仲
間
づ
く
り

（
１
） こ
だ
ま
会
文
化
レ
ク
企
画
「
て
く
・

テ
ク
の
会
」

　
「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
＆
昼
神
温
泉

バ
ス
ツ
ア
ー
」（
９
月
27
〜
28
日
・
24
人
）

で
は
、
実
際
に
家
族
で
満
州
に
行
き
、
命

か
ら
が
ら
帰
国
し
た
語
り
部
さ
ん
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
満
蒙
開
拓
は
、
満
蒙
制
圧

と
対
ソ
国
境
防
衛
を
目
的
に
し
、
そ
の
結

果
、
多
く
の
民
間
人
が
戦
争
の
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。
こ
の

ツ
ア
ー
に
は
満
州
引
揚
者
の
会
員
の
参
加

も
あ
り
ま
し
た
。
日
帰
り
企
画
で
は
、「
生

麦
事
件
の
史
跡
と
ビ
ー
ル
工
場
見
学
」

（
11
月
９
日
・
14
人
）、「
町
田
市
自
由
民

権
資
料
館
見
学
＆
花
見
」（
３
月
28
日
・

18
人
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
２
）「
趣
味
の
会
」
の
と
り
く
み

①
歴
史
教
室
（
講
義
・
散
策
）

　

散
策
で
は
、
金
子
信
男
会
員
を
講
師
に

「
県
北
の
歴
史
を
訪
ね
る
」（
５
月
31
日
・

14
人
）
と
森
敏
晴
さ
ん
（
三
浦
一
族
研
究

会
）
を
講
師
に
「
三
浦
一
族
ゆ
か
り
の
地

元
を
歩
く
パ
ー
ト
２
」（
10
月
25
日
・
10
人
）

を
実
施
。
ま
た
、
３
月
７
日
に
総
会
と
講

義
「
古
代
の
ロ
マ
ン
に
せ
ま
る
（
多
摩
川

公
園
古
墳
）」（
お
話
：
吉
田
綾
子
会
員
）

を
行
い
、
総
会
で
新
役
員
と
年
間
計
画
を

決
め
ま
し
た
。

②
俳
句
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
句
会
」

　

毎
月
第
２
木
曜
日
に
定
例
句
会
を
実

施
。俳
人
協
会
の
太
田
土
男
先
生
を
囲
み
、

そ
れ
ぞ
れ
４
句
を
提
出
し
研
鑽
に
励
ん
で

い
ま
す
。
会
員
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た

有
志
で
沖
縄
吟
行
を
新
俳
句
人
連
盟
神
奈

川
支
部
有
志
と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

③
食
文
化
を
楽
し
む
会
（
薬
膳
料
理
）

　

亀
井
禎
子
会
員
の
指
導
で
「
風
邪
予
防

の
薬
膳
料
理
」（
12
月
６
日
・
７
人
）
を

実
施
。「
さ
つ
ま
い
も
ご
飯
」
な
ど
７
品

に
挑
戦
。
12
月
８
日
の
開
戦
記
念
日
の
前

で
も
あ
り
、
疎
開
時
の
食
の
話
が
交
わ
さ

れ
、「
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
お
い
し
い
食

事
が
で
き
る
」
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

④
楽
し
い
料
理
教
室

　
「
相
模
湾
釣
り
た
て
魚
の
料
理
」（
11
月

29
日
・
12
人
）
を
飯
塚
武
弘
会
員
の
指
導

で
実
施
。
新
鮮
な
あ
ま
鯛
な
ど
の
刺
身
、

キ
ノ
コ
の
当
座
煮
づ
く
り
に
挑
戦
。
三
枚

お
ろ
し
や
出
汁
の
作
り
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

２　

福
利
厚
生
活
動

（
１
）長
寿
祝
い
制
度

　

４
月
１
日
現
在
77
歳
の
48
人
が
対
象

で
、
お
祝
い
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
贈
り
、

総
会
後
の
懇
親
会
に
招
待
し
ま
し
た
。

（
２
）共
済
・
保
険
・
人
間
ド
ッ
ク
事
業

　

火
災
共
済
な
ど
の
共
済
事
業
に
加
え
、

２
０
１
４
年
度
か
ら
「
人
間
ド
ッ
ク
」
事

業
を
導
入
し
、
定
着
と
事
業
の
拡
大
に
努

力
し
て
い
ま
す
。
県
内
４
医
療
機
関
の
協

力
を
得
、
43
人
の
受
診
者
が
あ
り
、
安
く

利
用
で
き
る
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

３　

 

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

へ

　
「
75
歳
以
上
の
医
療
費
負
担
２
倍
化
に

反
対
す
る
請
願
」（
２
５
５
筆
）と「
医
療
・

介
護
の
充
実
を
求
め
る
署
名
」（
２
４
７

筆
）
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

４　

県
民
本
位
の
県
政
を
め
ざ
し
て

　

県
知
事
選
挙
で
は
、
確
認
団
体
で
あ
る

「
か
な
が
わReBorn

」
へ
「
平
和
で
明
る

い
神
奈
川
県
政
を
つ
く
る
会
」
と
し
て
参

加
し
、岸
牧
子
候
補
の
勝
利
の
た
め
に『
こ

だ
ま
会
報
』
へ
の
掲
載
や
、
有
志
で
証
紙

貼
り
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
当
選
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
70
万
を
超
え

る
票
（
過
去
最
高
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

５　

 

い
の
ち
と
く
ら
し
、
平
和
と
民
主
主

義
を
守
る
運
動

（
１
）「
戦
争
法
」
の
廃
止
を
求
め
る
行
動

　

２
０
１
５
年
９
月
19
日
の
「
戦
争
法
強

行
採
決
」
以
降
、「
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
」
が
呼
び
か
け
る
19
日
国
会
行
動
等

に
毎
月
参
加
、
当
会
か
ら
毎
回
10
人
前
後

の
会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
戦
争
法
強

行
可
決
か
ら
３
年
目
の
９
月
19
日
、
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
の
抗
議
集
会
に
は
20
人

が
参
加
し
、戦
争
法
廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。

（
２
）憲
法
改
悪
反
対
の
と
り
く
み

　
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０
０
０
万

人
」
署
名
（
４
２
４
筆
）
に
と
り
く
み
ま

し
た
。
５
月
３
日
の
憲
法
集
会
（
有
明
・

東
京
臨
海
防
災
公
園
な
ど
）
に
参
加
。
ま

た
、神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
と
連
携
し
、

総
会
＆
学
習
会（
６
月
２
日
・
30
人
）、「
横

田
基
地
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」（
９
月
15
日
・

10
人
）や「
平
和
の
つ
ど
い
」（
12
月
８
日
・

16
人
）
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

（
３
） 民
主
団
体
（
上
部
団
体
含
む
）
と
の

連
携

　

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
、
神
奈

川
自
治
労
連
退
職
者
会
、
神
奈
川
高
齢
期

運
動
連
絡
会
に
役
員
を
送
り
、
諸
行
動
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

①
日
本
高
齢
者
大
会（
11
月
25
〜
26
日
、

熱
海
市
・
３
人
）。
②
全
国
自
治
体
退
職

者
連
絡
会
総
会
（
８
月
25
日
、
大
阪
市
・

２
人
）。
③
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会

総
会
（
10
月
11
日
・
11
人
）。

（
４
） 「
鎌
倉
市
政
を
市
民
と
働
く
仲
間
に

取
り
戻
す
会
」
へ
の
支
援

　

同
会
の
行
動
提
起
に
応
え
、
県
労
働
委

員
会
・
中
央
労
働
委
員
会
傍
聴
な
ど
に
参

加
。
７
月
19
日
の
中
央
労
働
委
員
会
で
、

和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

６ 

「
手
づ
く
り
文
化
祭
」（
神
奈
川
自
治　

労
連
退
職
者
会
主
催
）
へ
の
参
加

　

横
浜
市
従
会
館
で
10
月
27
日
に
開
催
。

参
加
者
は
２
５
０
人（
内
こ
だ
ま
会
30
人
）

を
超
え
、大
盛
況
。
当
会
か
ら
は
、ギ
タ
ー

弾
き
語
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

詩
の
朗
読
な
ど
７
人
の
出
演
者
と
、俳
句
、

川
柳
、
書
、
絵
画
、
絵
手
紙
、
木
象
眼
、

鎌
倉
彫
、
刺
繍
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
37

人
が
出
品
。
他
の
退
職
者
会
と
の
交
流
も

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
看
護
師
に
よ
る
血

圧
・
体
脂
肪
測
定
も
好
評
で
し
た
。

神
奈
川

神
奈
川

県
職
労
連

県
職
労
連

退
職
者
こ
だ
ま
会
第

退
職
者
こ
だ
ま
会
第
3535
回
定
期
総
会
議
案

回
定
期
総
会
議
案
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７　

会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

会
報
編
集
委
員
会
は
７
人
の
体
制
で
企

画
・
編
集
を
行
い
、
新
し
い
書
き
手
の
発

掘
な
ど
紙
面
の
充
実
に
と
り
く
み
、
年
４

回
定
期
発
行
し
ま
し
た
。
総
会
報
告
掲
載

号
の
『
せ
い
か
つ
短
信
』
は
、
２
０
３
人

の
声
が
掲
載
さ
れ
、
会
員
相
互
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、リ
ニ
ュ
ア
ー
ル
し
、

行
事
予
告
な
ど
迅
速
な
更
新
と
内
容
の
充

実
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

８　

会
員
の
拡
大
と
会
の
運
営

（
１
）会
員
の
拡
大

　

２
０
１
９
年
３
月
末
現
在
の
会
員
は
１

２
８
３
人
で
す
。
引
き
続
き
組
織
強
化
を

重
点
に
位
置
づ
け
、
退
職
者
説
明
会
や
支

部
の
協
力
、
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
、
声

か
け
等
を
積
極
的
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

（
２
）会
の
運
営

　

10
月
に
本
庁
舎
地
下
１
階
に
事
務
所
が

移
転
。
毎
週
火
曜
日
（
10
時
〜
16
時
）
に

事
務
局
員
が
交
代
で
詰
め
、
四
役
・
事
務

局
会
議
（
月
１
回
）、
幹
事
会
（
６
回
）

を
開
催
。
役
員
全
員
が
専
門
部
や
趣
味
の

会
に
所
属
し
、
運
動
の
活
性
化
を
は
か
り

ま
し
た
。

2018(平成30)年度一般会計収支報告
（2018年４月１日～2019年３月31日）

収　　入
項　目 予算額 収入額 摘　要
年 会 費 90,000 93,000 3,000円×31人
終 身 会 費 400,000 300,000 25,000円×12人
県職労連交付金 554,000 470,000
共済助成費 1,150,000 1,143,940 全労済事務取り扱等

雑 収 入 77,199 115,885 県退職者会からの行動費収入・利息等
繰 入 金 330,000 330,000 積立金会計より
寄 付 金 1,000 28,000 総会祝金等
前年度繰越金 279,641 279,641
合　　　計 2,881,840 2,760,466

支　　出
項　目 予算額 支出額 摘　要

事 務 局 費 380,000 335,984 事務局運営費
行 動 費 180,000 196,330 高齢者大会・自治労連関連
会 報 費 1,000,000 977,774 会報発行費
総 会 費 135,000 186,000 総会経費
会 議 費 420,000 297,760 幹事会・事務局会議費等
通 信 費 20,000 43,258
長寿祝金等 164,000 158,400 対象者48人
負 担 金 60,000 60,000 県退職者会・手づくり文化祭
繰 出 金 400,000 300,000 積立金会計への繰出し
予 備 費 122,840 0
次年度繰越金 0 204,960
合 計 2,881,840 2,760,466

2018(平成30)年度積立金会計収支報告
（2018年４月１日～2019年３月31日）

支   出
項 目 予算額 支出額 摘要

本年度支出 330,000 330,000 一般会計へ長寿祝金等
次年度繰越金 15,866,717 15,766,606
合 　 計 16,196,717 16,096,606

収   入
項 目 予算額 収入額 摘 要

前年度繰越金 15,796,017 15,796,017
本年度収入 400,700 300,589

内 訳 積立金 （400,000） （300,000）
一般会計よ
り終身会費
収入分

利 息 （700） （589）
合 計 16,196,717 16,096,606

（単位：円） （単位：円）

（単位：円） （単位：円）

会計監査報告
2019年４月16日

神奈川県職労連退職者こだま会
代表幹事　加瀬　文隆　様

　2019年４月16日、こだま会事務室
において2018年度一般会計及び2018
年度積立金会計について、それぞれ
の会計帳簿、収支証拠書類、預金通
帳等の監査を実施したところ、適正
に執行されていることを認めます。

会計監査　岩柳良雄　㊞
会計監査　谷村　寛　㊞

会計監査報告
Ⅰ　

私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

１　

国
民
の
く
ら
し
と
国
政
の
動
き

（
１
）
安
倍
政
権
の
暴
走
と
国
民
の
運
動

　

安
倍
自
公
政
権
は
、こ
の
間
日
本
を「
戦

争
す
る
国
」
に
す
る
た
め
の
法
整
備
を
強

行
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
２
０

年
に
新
憲
法
施
行
を
め
ざ
す
と
し
、
自
民

党
は
新
た
に
９
条
の
２
を
設
け
自
衛
隊
を

明
記
す
る
「
改
正
」
案
を
ま
と
め
、
昨
年

の
国
会
で
の
改
憲
発
議
を
企
て
ま
し
た

が
、
市
民
と
野
党
共
闘
の
力
で
阻
止
し
ま

し
た
。
し
か
し
安
倍
首
相
は
１
月
６
日
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
２
０
２
０
年

に
新
憲
法
を
施
行
す
る
「
気
持
ち
は
全
く

変
わ
り
な
い
」
と
、
年
頭
か
ら
改
憲
へ
の

執
念
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、国
会
で
の
相
次
ぐ
強
行
採
決
、

沖
縄
の
民
意
（
県
知
事
選
挙
、県
民
投
票
）

を
踏
み
に
じ
る
強
権
政
治
、
公
文
書
の
改

ざ
ん
、
デ
ー
タ
ね
つ
造
、
統
計
の
偽
装
、

国
交
副
大
臣
の
「
大
型
公
共
事
業
に
か
か

わ
る
忖
度
」
発
言
や
五
輪
相
の
「
自
民
党

議
員
が
、
復
興
以
上
に
大
事
」
発
言
に
よ

る
辞
任
な
ど
、
安
倍
政
権
の
腐
敗
と
民
主

主
義
破
壊
は
と
ど
ま
る
所
を
知
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
暴
走
を
許
し
て
い
る
の
は
、

与
党
が
衆
参
と
も
３
分
の
２
以
上
を
占
め

る
国
会
で
の
「
数
の
力
」
で
す
。
７
月
に

予
定
の
参
議
院
選
挙
で
は
32
小
選
挙
区
で

の
統
一
候
補
擁
立
・
立
憲
野
党
の
共
闘
の

力
で
、
国
会
で
の
力
関
係
を
変
え
る
事
が

で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
と

野
党
の
共
闘
の
発
展
で
憲
法
９
条
改
悪
と

軍
事
費
拡
大
、
社
会
保
障
切
り
捨
て
の
安

倍
政
権
を
打
倒
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

３
月
11
日
、
福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら

８
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
被
災
者
の
生
活

と
生
業
の
再
建
、
被
災
地
の
復
興
は
道
半

ば
で
す
。
と
こ
ろ
が
国
が
設
定
し
た
「
復

興
・
創
生
期
間
」10
年
の
終
了
が
迫
る
中
、

復
興
庁
や
復
興
特
別
交
付
金
の
廃
止
な
ど

が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
被
災
者
の

不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
的
に
期

限
を
切
っ
て
被
災
者
を
切
り
捨
て
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

安
倍
政
権
は
、国
民
世
論
に
背
を
向
け
、

２
０
１
９
年
度
活
動
方
針
（
案
）

〈
第
２
号
議
案
〉
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財
界
の
要
望
に
従
い
、
原
発
を
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
づ
け
再
稼
働
に
邁

進
。
さ
ら
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
対
策
を
名

目
に
原
発
を
発
電
す
る
電
力
会
社
に
対
す

る
補
助
金
制
度
を
創
設
し
、
そ
の
費
用
を

電
気
料
金
に
上
乗
せ
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
野
党
４
党
が
提
出
し
た
「
原

発
ゼ
ロ
基
本
法
案
」
は
、
１
年
経
っ
た
今

も
与
党
が
審
議
入
り
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　

原
発
ゼ
ロ
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
大

転
換
は
、
国
際
的
な
流
れ
で
す
。
原
発
事

故
以
降
、
多
く
の
市
民
が
「
原
発
再
稼
働

反
対
」
の
声
を
あ
げ
、
全
国
各
地
で
草
の

根
か
ら
粘
り
強
い
運
動
が
継
続
し
て
い
ま

す
。世
論
調
査
で
も
、「
原
発
再
稼
働
反
対
」

は
多
数
派
で
す
。
再
稼
働
路
線
の
中
止
と

原
発
ゼ
ロ
の
決
断
を
迫
る
国
民
的
な
運
動

を
さ
ら
に
大
き
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

（
２
） 軍
事
費
増
大
、社
会
保
障
切
り
捨
て
、

消
費
税
増
税
の
２
０
１
９
年
度
政
府

予
算

　

３
月
に
成
立
し
た
２
０
１
９
年
度
の
政

府
予
算
は
、
軍
事
費
が
７
年
連
続
の
増
の

５
兆
２
５
７
４
億
円
、
陸
上
配
備
型
迎
撃

シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」、

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
35
、
無
人
偵
察
機
グ

ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
等
の
兵
器
の
増
強
と
併

せ
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を
保
有
す
る
布

石
と
な
る
長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
取
得

費
を
計
上
す
る
な
ど
、
集
団
的
自
衛
権
、

憲
法
９
条
改
正
を
見
据
え
た
軍
拡
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
米
政
府
の
言

い
値
で
買
わ
さ
れ
る「
有
償
軍
事
援
助（
Ｆ

Ｍ
Ｓ
）」
に
よ
る
高
額
兵
器
を
爆
買
い
し

て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
で
は
、
10
月
か
ら
の
導
入
を

狙
う
消
費
税
10
％
増
税
と
の
引
き
換
え

に
、
４
８
０
０
億
円
を
「
充
実
」
策
に
当

て
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、「
自

然
増
」
分
は
生
活
保
護
費
の
削
減
な
ど
で

今
回
も
１
２
０
０
億
円
削
減
さ
れ
、
安
倍

政
権
の
７
年
間
で
１
・
７
兆
円
も
の
削
減
。

さ
ら
に
、
４
月
に
は
年
金
の
「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」
に
よ
る
支
出
削
減
、
10
月

に
は
75
歳
以
上
の
低
所
得
者
の
医
療
保
険

料
の
軽
減
特
例
措
置
の
廃
止
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
予
算
に
は
10
月
か
ら
の

消
費
税
増
税
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
質
賃
金
が
伸
び
ず
、
家
計
消

費
は
低
迷
し
、
消
費
不
況
が
続
く
中
で
の

増
税
は
、
国
民
の
暮
ら
し
と
経
済
に
打
撃

を
与
え
ま
す
。
政
府
自
身
も
景
気
へ
の
影

響
を
恐
れ
、「
増
税
対
策
」
と
し
て
カ
ー

ド
で
の
買
い
物
に
期
間
限
定
で
ポ
イ
ン
ト

還
元
な
ど
の
バ
ラ
マ
キ
は
じ
め
２
兆
円
も

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

小
業
者
に
負
担
を
強
い
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
や
複
数
税
率
の
導
入
な
ど
、
問
題
だ
ら

け
で
す
。
景
気
対
策
と
し
て
、
今
年
度
の

増
税
見
積
額
１
・
３
兆
円
を
大
幅
に
超
え

る
「
景
気
対
策
」
を
す
る
く
ら
い
な
ら
、

10
月
増
税
を
中
止
す
る
こ
と
こ
そ
が
理
に

か
な
っ
た
「
対
策
」
と
い
え
ま
す
。

２　

 

県
知
事
選
挙
の
結
果
と
神
奈

川
県
政
を
め
ぐ
る
動
き

（
１
） 神
奈
川
県
知
事
選
挙
の
結
果
と
第
３

期
黒
岩
県
政

　

４
月
７
日
投
票
で
行
わ
れ
た
県
知
事
選

挙
で
、
県
職
労
連
が
支
持
決
定
し
た
岸
牧

子
候
補
は
、「
平
和
で
明
る
い
神
奈
川
県
政

を
つ
く
る
会
」
と
し
て
と
り
く
ん
だ
選
挙

と
し
て
は
過
去
最
高
の
得
票
数
70
万
91
票

（
得
票
率
23
・
７
％
）を
獲
得
し
ま
し
た
が
、

黒
岩
知
事
が
３
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
黒
岩
知
事
は
、「
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
の
拡
大
は
し
な
い
」「
中
学
校

給
食
は
市
町
村
の
仕
事
」「
高
校
の
数
は

多
す
ぎ
る
、12
年
間
で
20
校
〜
30
校
削
減
」

と
、
県
民
の
願
い
に
背
を
向
け
，
中
学
校

給
食
実
施
率
や
一
人
当
た
り
の
教
育
費
が

全
国
最
下
位
な
ど
、
神
奈
川
の
現
状
を
改

善
し
よ
う
と
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
目
玉
政
策
の
未
病
改
善
の
と
り
く
み

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

推
進
」
は
、
先
端
医
療
産
業
育
成
を
す
す

め
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
為
に
企
業
の
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
買
わ
せ
、
健
康
管
理
の

市
場
化
・
自
己
責
任
化
を
す
す
め
る
も
の

で
す
。
し
か
も
、
健
康
寿
命
は
全
国
比
較

で
、男
女
と
も
順
位
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

黒
岩
知
事
の
３
期
目
の
公
約
で
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
で
笑
い
あ
ふ
れ
る
１
０

０
歳
時
代
」
の
実
現
を
最
優
先
の
政
策
と

し
、
そ
の
た
め
に
未
病
改
善
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
政
策
な
ど
５
つ
の
政
策
を
か
か
げ
て
い

ま
す
が
、
今
期
、
新
た
に
打
ち
出
し
た
の

が
、「
未
来
創
造
政
策
」
で
す
。

　

そ
の
内
容
を
み
る
と
、「
ス
マ
ー
ト
モ

ビ
リ
テ
ィ
社
会
、
ド
ロ
ー
ン
前
提
で
の
未

来
社
会
創
造
を
牽
引
」、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
都
市
か
な
が
わ
の
さ
ら
な
る
推
進
」、

「
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
活
用
の
神
奈
川
モ
デ

ル
」、「
村
岡
新
駅
を
実
現
し
、
村
岡
・
深

沢
地
区
を
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
最

先
端
拠
点
に
」
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
・

財
界
の
産
業
政
策
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
（
情
報
社
会
に
続
く
新
た
な
社
会
）」

を
先
取
り
的
に
実
行
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

自
治
体
の
役
割
は「
住
民
福
祉
の
向
上
」

で
す
。
選
挙
戦
で
岸
候
補
が
掲
げ
た
政
策

の
基
本
は
、「
日
本
国
憲
法
」、「
国
連
が

掲
げ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）」、「
立
憲
野
党
の
政
策
合
意
」
で
す
。

具
体
的
に
は
、「
全
て
の
公
立
中
学
校
完

全
給
食
を
県
が
主
導
し
て
実
現
す
る
」、

「
基
礎
自
治
体
と
協
力
し
て
18
歳
ま
で
の

医
療
費
の
無
償
化
」、「
特
養
老
人
ホ
ー
ム

増
設
」、「
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
に
」「
原

発
・
石
炭
火
力
発
電
Ｎ
Ｏ
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
地
域
発
電
支
援
」、「
安
倍
９

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
」
な
ど
で
す
。
知
事
選
で
掲

げ
た
こ
れ
ら
の
要
求
の
実
現
に
向
け
、
県

民
運
動
と
し
て
と
り
く
ん
で
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）県
職
員
を
め
ぐ
る
状
況

　

今
年
の
知
事
部
局
の
条
例
定
数
は
、
45

年
ぶ
り
の
定
数
増
で
７
４
２
２
名
（
54
名

増
）、配
分
定
数
も
74
名
増
の
７
３
８
名
。

主
な
増
要
素
は
、
法
定
定
数
増
に
よ
る
児

童
相
談
所
等
の
29
名
、
オ
リ
・
パ
ラ
関
係

20
名
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
係
９
名
、
マ
グ
カ
ル

（
マ
グ
ネ
ッ
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
）
推
進
７

名
と
、
児
童
相
談
所
を
除
け
ば
「
黒
岩
カ

ラ
ー
」
に
よ
る
事
業
増
対
応
が
目
立
ち
ま

す
。
県
立
病
院
機
構
に
つ
い
て
も
、
必
要

数
２
６
３
４
名
と
昨
年
よ
り
11
名
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
職
労
連
が
、
残
業
調
査
等
の
職
場
か

ら
の
と
り
く
み
を
強
め
、「
時
間
外
労
働

の
多
い
」
職
場
へ
の
人
員
配
置
増
も
勝
ち
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取
っ
て
い
ま
す
。
賃
金
確
定
で
は
、
５
年

連
続
の
給
与
、
一
時
金
の
引
き
上
げ
と
地

域
手
当
の
引
き
上
げ
、
非
常
勤
職
員
の
給

料
ア
ッ
プ
等
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
県
職
労

連
が
昨
年
９
月
に
実
施
し
た
「
県
政
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
は
「
県
民
本
位
の
県
政
か
」

の
問
い
に
、「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思

う
」
が
14
・
９
％
。「
思
わ
な
い
」「
あ
ま

り
思
わ
な
い
」
が
45
・
０
％
で
し
た
。
県

職
労
連
と
連
携
し
、
県
民
本
位
の
県
政
実

現
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
と
り
く

み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ⅱ　

活
動
の
基
本
と
計
画

１　

交
流
の
場
と
仲
間
づ
く
り

（
１
）こ
だ
ま
会
企
画
「
て
く
・
テ
ク
の
会
」

　
「
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
関
連
施
設
と
世

界
遺
産
日
光
を
訪
ね
る
バ
ス
ツ
ア
ー
」（
９

月
25
・
26
日
）
や
、「
グ
ル
メ
と
名
所
め

ぐ
り
」「
お
花
見
ハ
イ
キ
ン
グ
」
等
を
実

施
し
ま
す
。

（
２
）「
趣
味
の
会
」

　
「
俳
句
サ
ー
ク
ル
・
こ
だ
ま
句
会
」「
歴

史
教
室
」「
楽
し
い
料
理
教
室
」「
食
文
化

を
楽
し
む
会
」
な
ど
、
会
員
の
趣
味
を
生

2019年度 一般会計予算(案)
（2019年４月１日～2020年３月31日）

収　　入
項　目 予算額 摘　　要

年 会 費 99,000 3,000円×33人
終 身 会 費 350,000 25,000円×14人
県職労連交付金 470,000
共済助成費 1,150,000 全労済事務取扱等
雑 収 入 80,000 総会祝金・利息等
繰 入 金 450,000 積立金会計より
寄 付 金 25,000 総会祝金・利息等
前年度繰越金 204,960
合 計 2,828,960

支　　出
項　目 予算額 摘　要

事 務 局 費 350,000 事務運営費

行 動 費 200,000 高齢者大会・自治労連関連
会 報 費 1,000,000 会報発行費
総 会 費 192,000 総会経費
会 議 費 350,000 幹事会・事務局会議等
通 信 費 30,000 郵送料・振替手数料

長寿祝い金等 167,000 対象者49人（3000×49　2000×10）

負 担 金 60,000 神奈川自治労連退職者会・手づくり文化祭
繰 出 金 350,000 積立金会計への繰出し
予 備 費 129,960
合 計 2,828,960

2019年度 積立金会計予算(案)
（2019年４月１日～2020年３月31日）

支　　出
項　目 予算額 摘　　要

本年度支出 450,000 一般会計長寿祝金等
次年度繰越金 15,667,106
合 　 計 16,117,108

収　　入
項 目 予算額 摘  要

前年度繰越金 15,766,606
本年度収入 350,500

内 訳 積立金 （350,000）一般会計より終身会費収入分
利 息 （500）

合 　 計 16,117,106

（単位：円）（単位：円）

（単位：円）（単位：円）

第３号議案　2019年度予算案

か
し
た
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

（
３
）仲
間
づ
く
り

　

会
員
の
提
案
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、

既
存
の
趣
味
の
会
の
ほ
か
に
も
交
流
の
場

を
増
や
し
、
楽
し
く
実
り
あ
る
活
動
に
し

て
い
き
ま
す
。　

２　

福
利
厚
生
活
動

（
１
）長
寿
祝
い
制
度

　

対
象
者
は
77
歳
（
１
９
４
１
年
４
月
２

日
〜
１
９
４
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の

49
人
。お
祝
い
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
贈
り
、

総
会
後
の
懇
親
会
に
招
待
し
ま
す
。

（
２
）共
済
・
保
険
・
人
間
ド
ッ
ク

　

有
利
で
安
心
な
火
災
共
済
、
自
動
車
共

済
、
が
ん
保
険
な
ど
の
保
険
事
業
や
人
間

ド
ッ
ク
事
業
に
と
り
く
み
ま
す
。

（
３
）相
談
活
動

　

神
奈
川
県
職
労
連
と
連
携
し
て
法
律
相

談
な
ど
に
と
り
く
み
ま
す
。

３　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ

　

医
療
・
福
祉
・
介
護
・
年
金
制
度
の
改

悪
反
対
や
消
費
税
増
税
反
対
、
脱
原
発
な

ど
の
国
民
的
な
課
題
で
は
、「
日
本
高
齢

者
大
会
」「
輝
け
高
齢
期
か
な
が
わ
の
つ

ど
い
」な
ど
の
集
会
や
学
習
会
へ
参
加
し
、

署
名
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
す
。

４　

県
民
本
位
の
県
政
を
め
ざ
し
て

　

県
民
サ
ー
ピ
ス
を
低
下
さ
せ
る
民
営
化

や
県
民
の
利
便
性
を
軽
視
し
た
県
有
施
設

の
切
り
捨
て
な
ど
の
「
行
革
」
反
対
や
県

民
要
求
の
実
現
に
向
け
、
県
職
労
連
や
県

民
連
絡
会
と
連
携
し
、
会
員
に
よ
る
地
域

や
団
体
で
の
と
り
く
み
を
支
援
し
ま
す
。

５　

 

い
の
ち
と
く
ら
し
、
平
和
と
民
主
主

義
を
守
る
運
動

（
１
）「
戦
争
法
」
の
廃
止
を
求
め
る
行
動

　

毎
月
19
日
の
国
会
行
動
な
ど
戦
争
法
反

対
関
連
団
体
主
催
の
「
戦
争
法
」
の
廃
止

を
求
め
る
行
動
に
会
員
の
参
加
を
呼
び
か

け
、当
会
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

（
２
）憲
法
改
悪
反
対
の
と
り
く
み

　

安
倍
９
条
改
憲
な
ど
憲
法
を
改
悪
す
る

目
論
見
に
対
し
て
、
神
奈
川
県
職
員
九
条

の
会
等
と
連
携
し
て
と
り
く
み
ま
す
。
ま

た
、
５
・
３
憲
法
集
会
や
「
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！　

憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署

名
」（
３
０
０
０
万
人
署
名
）
に
引
き
続

き
参
加
し
ま
す
。

（
３
）民
主
団
体
等
と
の
連
携

　

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
、
神
奈

川
自
治
労
連
退
職
者
会
、
神
奈
川
高
齢
期

運
動
連
絡
会
な
ど
の
民
主
団
体
と
協
力
し

て
運
動
に
参
加
し
ま
す
。

６　

 「
手
づ
く
り
文
化
祭
」（
神
奈
川
自
治

労
連
退
職
者
会
主
催
）
へ
の
参
加　

　

手
づ
く
り
文
化
祭
は
、
毎
年
10
月
下
旬

に
開
か
れ
、
会
員
の
趣
味
の
発
表
の
場
で

あ
る
と
と
も
に
、
他
の
退
職
者
会
と
の
交

流
を
深
め
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の

会
員
が
出
演
、
出
品
、
見
学
で
き
る
よ
う

に
会
報
等
で
周
知
し
、
積
極
的
な
参
加
を

促
し
ま
す
。

７　

会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

（
１
）こ
だ
ま
会
報

　

５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
の
定
期
発

行
を
守
り
、
会
員
が
主
人
公
の
楽
し
く
わ

か
り
や
す
い
紙
面
を
追
求
し
ま
す
。

（
２
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

イ
ベ
ン
ト
情
報
や
行
事
の
報
告
な
ど
を

迅
速
に
更
新
し
、
会
員
が
気
軽
に
身
近
な

話
題
や
写
真
の
投
稿
が
で
き
る
よ
う
サ
イ

ト
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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❖ 

「
統
計
法
に
基
づ

き
…
」

　
（
相
模
原
市
・

 

藤
原
慎
一
）

　
「
統
計
法
に
基
づ

き
国
民
の
皆
さ
ま
に

は
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」（
国
勢
調

査
の
ビ
ラ
よ
り
）。

来
年
の
国
勢
調
査
な
ど
は
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
調
査
員
の
一
人
と
し
て
非
常

に
心
配
で
す
。

❖
狩
猟
免
許
を
取
得

 

（
長
野
県
飯
山
市
・
山
本
秀
実
）

　

昨
年
、
作
物
を
防
御
す
る
目
的
で
狩
猟

免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

従
来
、
豪
雪
地
の
奥
信
濃
に
は
鹿
、
猪

は
生
息
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
年

暖
冬
に
よ
る
少
雪
と
不
耕
作
地
の
増
加
等

で
活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。
ジ
ビ
エ

と
し
て
近
く
の
「
道
の
駅
」
に
並
べ
る
た

め
の
処
理
施
設
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。
私

も
先
日
、
見
様
見
ま
ね
で
自
己
消
費
用
に

猪
の
解
体
を
し
ま
し
た
が
、
不
慣
れ
で
大

変
で
し
た
。
ち
な
み
に
天
然
記
念
物
の
カ

８　

会
員
の
拡
大
と
会
の
運
営

（
１
）会
員
の
拡
大

　

県
主
催
の
退
職
予
定
者
説
明
会
や
県
職

労
連
各
支
部
・
分
会
の
退
職
予
定
者
と
の

集
い
な
ど
で
加
入
を
呼
び
か
け
ま
す
。
ま

た
、
神
奈
川
県
職
労
連
の
機
関
紙
に
入
会

案
内
を
掲
載
し
、
再
任
用
・
再
雇
用
退
職

者
や
管
理
職
退
職
者
に
も
案
内
を
送
り
入

会
を
促
し
ま
す
。

（
２
）会
の
運
営

　

毎
週
火
曜
日
（
10
時
〜
16
時
）
を
軸
に

事
務
作
業
を
行
い
、
四
役
・
事
務
局
会
議

を
概
ね
月
１
回
開
催
し
、
幹
事
会
を
「
会

報
」
発
送
日
な
ど
に
開
催
し
ま
す
。

〈
第
４
号
議
案
〉

  

役
員
改
正
案

　

総
会
当
日
配
布
し
ま
す
。

モ
シ
カ
も
我
が
家
の
周
り
に
出
没
し
て
い

ま
す
が
、彼
ら
は
人
間
を
怖
が
り
ま
せ
ん
。

❖
ほ
ろ
苦
い
春
の
味
（
二
宮
町
・
湯
川
勉
）

　

妻
が
自
宅
近
く
（
徒
歩
10
分
位
）
の
吾

妻
山
に
毎
朝
登
山
し
、
蕗
の
薹
を
採
っ
て

き
て
蕗
味
噌
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ほ
ろ
苦

い
春
の
味
を
賞
味
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

き
び
し
い
冬
を
超
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

〈
訂
正
と
お
詫
び
〉

　

前
号
（
１
２
３
号
）
２
面
の
見
出
し
と

本
文
の
短
歌
「
幕
末
の
攘
夷
の
風
に
倒
さ

れ
異
人
を
悼
む
碑
の
あ
り
」
を
「
幕
末
の

攘
夷
の
風
に
倒
さ
れ
し
異
人
を
悼
む
碑
の

あ
り
」
に
訂
正
し
お
詫
び
致
し
ま
す
。

お悔み申し上げます
　２月15日以降、事務局で把
握した亡くなられた会員で
す。謹んでご冥福をお祈り申
し上げます。（　）内は享年。

梅宮　敏光　様（69）
栗田　　紹　様（83）
沢村　清治　様（94）
朝日　信義　様（92）
山田　勝平　様（81）
高梨　文美　様（83）
榎本　行浩　様（75）

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

 

英
国
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
・
ク
イ
ー

ン
の
ヒ
ッ
ト
作
『
○
○
○
○
○
・

ラ
プ
ソ
デ
ー
』

５　

百
獣
の
王

７　

♪
○
○
が
来
れ
ば
思
い
出
す

８　

 

低
く
さ
ま
よ
う
事
。「
○
○
○
○

す
る
日
本
経
済
」

11　

栗
な
ど
の
実
を
包
む
ト
ゲ
の
外
皮

12　

沖
縄
県
の
県
庁
所
在
地
。
○
○
市

14　

３
人
称
。
ア
ヤ
ツ
の
転

15　

 

藤
沢
周
平
の
代
表
作『
○
○
し
ぐ
れ
』

●
タ
テ
の
カ
ギ

１　

営
利
な
ど
を
目
的
と
し
な
い
活
動

に
携
わ
る
人

２　

甲
・
乙
・
○
○
・
丁

３　

そ
れ
を
見
る
事
が
最
後
に
な
る
こ
と

４　

モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
作『
赤
毛
の
○
○
』

６　

サ
バ
科
の
海
魚
。「
○
○
○
の
タ

タ
キ
」

９　

思
っ
て
い
た
事
と
実
際
が
大
き
く

食
い
違
う
事

10　

ボ
ラ
の
幼
魚

13　

鎌
倉
の
「
○
○
の
大
仏
」

◇応募要領◇
①ヒント：２重枠に入った文字をＡか
らＥの順に並べてできる文字は？
②回答送付先：231―8588横浜市中区
日本大通り１　県庁舎地下１階神奈
川県職労連退職者こだま会パズル係
③郵便葉書に答、住所、郵便番号、
氏名を記入し、７月15日までに上
記②へお送りください。メールも可。
④賞品：正解者から抽選で５人の方
にクオカード進呈します。
⑤発表：次号（８月15日号）

クロスワードパズルで頭の体操

●当選おめでとう●
　抽選で次の５人の方にク
オカードを進呈。阿部六郎
／小林平治／牧村正敏／山
本秀実／湯川　勉（敬称略）

前
回
の
答
「
フ
キ
ノ
ト
ウ
」

回答はＥメールでもＯＫ　kodama@kodamakai.sakura.ne.jp　こだま会報パズル係
FAXでもＯＫ　045（212）3178　こだま会報パズル係

　係から：回答はがきの余白に、本紙についての
感想や要望、身近かな話題などひとことを。「会員
の広場」欄などに掲載させていただく場合があり
ます。匿名の場合は「匿名希望」とご記入ください。

１ ２ ３ ４

５
Ｅ

６

７
Ｄ

８ ９ 10

11
Ｃ

12 13
Ａ

14
Ｂ

15

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ答

ムギフミ　マ
イカリ　ノー
シイ　マ　チ
キ　アンズ
　トマト　イ
シキリ　アウ
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こ
だ
ま
俳
壇
（
４
月
）

こ
だ
ま
俳
壇
（
４
月
）

友
が
い
て
友
と
祝
え
る
喜
寿
の
春

 

角
田　

英
昭

何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
桜
咲
く

 

鳥
海　

敏
雄

柿
若
葉
と
な
り
に
赤
子
生
ま
れ
た
り

 

島
田
多
嘉
子

姿
勢
良
き
老
の
二
人
に
花
吹
雪

 
松
尾
佐
知
子

舞
い
戻
る
燕
の
滑
空
街
の
絵
に

 

後
藤　

貞
夫

遠
蛙
つ
く
ね
ん
と
聞
く
休
耕
田

 

本
山　

文
子

彫
深
き
戦
碑
を
覆
ふ
櫻
か
な

 

田
中　

一
男

葱
坊
主
厨
の
隅
で
顔
を
出
し

 

柳
瀬　

節
子

春
う
ら
ら
丹
沢
の
山
高
く
な
り

 

白
井
保
次
郎

花
冷
え
や
老
女
の
面
の
う
つ
む
き
ぬ

 

友
井　

眞
言

百
寿
へ
と
よ
き
人
生
の
菊
の
酒

 

三
井　

光
子

本
棚
を
眺
め
蛙
の
目
借
り
時

 

木
村　

武
子

青
空
に
花
び
ら
映
り
門
出
か
な

 

常
世
田
芳
子

「
噛
む
」
を
や
め
初
蛙
の
声
に
耳
す
ま
す

 

中
村　

桂
子

悲
し
み
が
一
休
み
す
る
花
の
宴

 

高
橋　

和
江

夕
桜
黒
板
塀
に
三
味
の
音

 

瀧
澤　

正
行

歳
と
る
は
智
慧
を
つ
む
こ
と
花
杏

 

講
師
・
太
田　

土
男

●歴史教室（散策）
と　き　５月30日（木）
集　合　 東急東横線「多摩川駅」改札口

に10時集合
内　容　 古代のロマン「多摩川公園古墳」

を歩く
参加費　 500円（資料代・講師料・保険料

など）当日徴収
申込先　こだま会事務所☎045（212）3179
●俳句サークル「こだま句会」
　月例句会（毎月第２木曜日13時～）
と　き　６月13日（木）７月11日（木）
ところ　県庁本庁舎地下１階県労連会議室
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　800円（投句のみ500円）
申込先　こだま会事務所045（212）3179
●薬膳料理
と　き　７月25日予定
ところ　西地区センター予定　
会　費　1800円予定
内　容　夏を乗り切る薬膳料理
講　師　亀井禎子会員
申込先　こだま会事務所☎045（212）3179
●てく・テクの会
と　き　９月25日（水）～26日（木）
集　合　小田急「海老名」駅
内　容　 足尾銅山鉱毒事件関連施設と世

界遺産日光を訪ねるバスツアー
参加費　詳細は同封のチラシ参照

古
代
の
ロ
マ
ン
に
迫
る

第68回
歴史教室
（講義）

　

歴
史
教
室
の
総
会
と
講
義
が
３
月
８
日

（
木
）、
県
庁
本
庁
舎
地
下
１
階
会
議
室
で

行
わ
れ
、
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
義

は
、
同
教
室
副
代
表
の
吉
田
綾
子
さ
ん
の

お
話
「
古
代
の
ロ
マ
ン
に
せ
ま
る
」
と
題

接
し
て
古
墳
展
示
室
も
あ
り
、
玄
室
の
実

物
大
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

古
代
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し

を
し
て
い
た
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
想
像

し
な
が
ら
、
次
回
の
現
地
見
学
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

次
回
の
歴
史
教
室
（
散
策
）
は
古
墳
の

現
地
見
学
で
す
。
５
月
30
日
（
木
）
10
時
、

東
急
東
横
線
「
多
摩
川
駅
」
改
札
口
集
合

で
す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

総
会
で
は
、
共
同
代
表
に
川
田
勝
利
さ

ん
、
吉
田
綾
子
さ
ん
、
顧
問
、
幹
事
等
を

選
出
し
ま
し
た
。 

（
友
井
眞
言
）

と　き● 5月29日（水）
集　合●12時50分：市営地下鉄ブルーライン「阪東橋」改札
口
内　容●① 13時～13時20分：大通り公園内にある「横浜大

空襲慰霊碑」を訪ねる
　　　　② 14時～16時30分：「横浜大空襲祈念の集い」（桜

木町にある「横浜にぎわい座」）に参加
　　　　③「集い」終了後、交流会
資料代●500円（横浜大空襲祈念の集い）
申込先●FAX045（363）6397（佐伯義郎・事務局長）

神奈川県職員
九条の会

ル
級
の
前
方

後
円
墳
で
あ

る
亀
甲
山
古

墳
と
宝
萊
山

古
墳
、
そ
れ

と
８
基
の
円

墳
が
連
な
っ

て
お
り
、
都

内
で
は
最
大

規
模
の
古
墳

群
で
す
。
隣

多摩川に古墳があった！

し
て
、
田
園
調
布
に
隣
接
し
た
多
摩
川
台

公
園
の
古
墳
群
に
つ
い
て
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
の
古
墳
は
４
世
紀
か
ら
７
世
紀
に
つ

く
ら
れ
、「
田
園
調
布
古
墳
群
」と
呼
ば
れ
、

多
摩
川
北
岸
の
丘
陵
地
帯
の
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
間
に
、
全
長
１
０
０
メ
ー
ト

多摩川に隣接した丘陵が古墳群

古墳の玄室の実物大レプリカ

－慰霊碑訪問＆祈念の集い－

横浜大空襲を知る
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絵
手
紙

☆

宮
澤
恭
子
さ
ん
の
作
品

奥
津
弘
久
さ
ん
の
作
品

田中和子さんの作品

沖
縄
十
七
文
字

　

俳
句
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
句
会
」
有
志

は
、
新
俳
句
人
連
盟
神
奈
川
県
支
部
の
有

志
と
合
同
で
２
月
６
日
か
ら
９
日
、
沖
縄

吟
行
を
実
施
。
現
地
の
人
た
ち
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

立
春
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
ま
だ
寒
い
神
奈

川
か
ら
、
一
足
飛
び
に
着
い
た
沖
縄
は
早

く
も
夏
の
気
配
。
空
港
か
ら
沖
縄
唯
一
の

軌
道
で
あ
る
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
り
、
ホ
テ

ル
ま
で
歩
く
。
高
い
ビ
ル
の
少
な
い
沖
縄

は
空
が
広
く
、
見
知
ら
ぬ
街
路
樹
が
続
く

綺
麗
な
街
だ
。

街
路
樹
の
南
国
め
い
て
島
の
春

 

田
中
一
男　

　

ホ
テ
ル
に
荷
物
を
預
け
、

さ
っ
そ
く
町
歩
き
に
出
か
け

る
。
途
中
の
小
浜
に
は
、
早
く

も
水
泳
を
楽
し
む
人
々
が
い
る
。

春
の
海
砂
に
戯
る
ビ
キ
ニ
の
娘

 

瀧
澤
正
行　

　

先
ず
「
不
屈
館
」
へ
。
こ
こ

は
「
米
軍
が
最
も
恐
れ
た
男
」
瀬
長
亀
次

郎
と
民
衆
資
料
が
展
示
し
て
あ
る
。
亀
次

郎
は
内
地
の
人
（
ヤ
マ
ト
ン
チ
ュ
ー
）
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
優
れ
た

指
導
者
で
あ
っ
た
。
米
軍
の
策
謀
で
那
覇

市
長
を
追
放
さ
れ
、
自
宅
の
雑
貨
店
で
饅

頭
を
売
っ
て
い
た
時
期
も
あ
る
。

春
愉
し
店
番
楽
し
亀
次
郎

 

友
井
眞
言　

　

タ
ク
シ
ー
で
壺
屋
焼
物
博
物
館
を
見
学

す
る
。
や
ち
む

ん
焼
き
の
歴
史

や
、
さ
ま
ざ
ま

な
器
と
釉
薬
の

色
彩
を
楽
し
む
。

世
代
つ
な
ぐ
や

ち
む
ん
愛
で
て

冬
う
ら
ら

 

角
田
英
昭　

泡
盛
や
炎
を
継

ぎ
し
壺
屋
焼
き

 

友
井
眞
言　

　

壺
屋
や
ち
む
ん
通
り

か
ら
平
和
通
り
を
抜

け
、
沖
縄
一
の
繁
華
街

の
国
際
通
り
へ
。
行
き

交
う
人
々
が
溢
れ
、
陽

は
ま
だ
ま
だ
沈
ま
な
い
。

　

沖
縄
民
謡
の
居
酒
屋

で
、
沖
縄
自
治
体
問
題

研
究
所
の
湧
田
事
務
局

長
を
交
え
、
名
護
市
辺

野
古
の
埋
め
立
て
の
現
況
を
伺
い
、酒
宴
。

三
線
に
の
り
、『
花
』（
詩
・
曲　

喜
納
昌

吉
）
も
飛
び
出
す
。

春
の
宵
三
線
奏
で
る
花
唄
う 

瀧
澤
正
行

　

翌
日
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
運
転
し
、
名
護

市
辺
野
古
へ
と
向
か
う
。
座
り
込
み
が
続

く
「
浜
の
テ
ン
ト
村
」
で
現
況
を
聞
く
。

現
場
は
遠
望
す
る
だ
け
だ
が
、
確
実
に
海

は
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

春
う
ら
ら
土
砂
の
注
入
続
き
お
り

 

田
中
一
男　

美
ら
海
に
七
万
の
杭
春
寒
し

 

角
田
英
昭　

　

基
地
ゲ
ー
ト
前
に
は
、
土
地
の
古
老
た

ち
が
集
ま
り
、
埋
立
て
反
対
の
集
会
を
し

て
い
る
。
毎
日
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

一
同
並
ん
で
激
励
の
挨
拶
を
す
る
。

春
待
つ
や
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
は
不
屈
な
り

 

角
田
英
昭　

　

旅
は
あ
と
２
日
を
残
す
が
、
今
回
は
こ

れ
ま
で
と
し
ま
す
。

 

（
文
責
：
田
中
一
男
）

こ
だ
ま
句
会
有
志
吟
行

三線に合わせて唄う

今帰仁城址を歩く

那覇市の平和通り商店街


